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，樣型細^ の研毅 U  7 1 ^ 教之，/ 3 0  70 渡 i t 左見3 に曼フた。̂ |日 数
はこ湫まで'の乾後から3 1 3 肋て制約さ爪てあ，り，従来i i リのぞり方では，この期阎内に金て岌从すこ 
どは不可能にせ止むを得ず丰教を o 通報告，のこリの半数左太°スタ— によ3 報告匕寸3 ことを^  

みた。式は不為を於つ方マるあったのではない# ど思われ5 水 , 叙の'観 どボスタ-セッションの於 

つ長所5 合セ者ぇて頂さ，不備のあフた成は御蓉謝！！̂ た 

舴 耷 の 研 齡 以 後 ノ 纖 の " 從 ヴ 一 I/nacどK E K ( D Z S M  EActron 1/na.c水'新しく細 
先 前者は菩_ の f のであリ，後者は最初の公ド叙のものであ§ 。托に利用のための猫^に入 
った ::どは，綠 髮 如 速 展 の た め に 當 ぶ べ 、きこどで、あうゲン 

兮 乱 こ の 会 々 し 系 # 先聚^ ! ^ 成を記念す 5兔祙る含め T , 夂£ 久て、成]傕之れたのを機会に，

想 洗 後 の 見 学 ，，放 !す光i利用の為別 H i t i 蒋に加え:！せて頂いた . 從 柒 乙 は 異 5分 野 の遍完に |し  

て俏箨かの意義を見i l Lて■けボば章てH

现 ，狀JB巷に A れぱ叁国に於け 3 ® ^ の代表的ノ//2虹 /夂 す べ •て当初の毅計杜齚友を分に满^ し t  

に禮能命上xf新 [ い用！ のため丨て稜マの改良方'灰！え 6 れていう模摄であ乂  

イ 0 /ょ•かて、f 3/n》Jk hunck t i  hSAort puldl b _  0 髮氣儳旅かi十ら淑て v、ろこど—♦'、长$ な 

5 ^ 1 0 一 っ i:なってぃう廉であ 5 o S/na^z buKch. (f) ® 益重'を慮7し, 氛丨ょShort p u £ d (如 ^ ! の参. 

来道を癯夂さセうためには，f 子敘え含t X 4 鄕们粟す役割が大き .、'くどは云つ未でズなぃ。々の/て 

ダろ备了を K 至 っ て ，愛 子 薇 ,,短 /ぐルス癸生，bunch tn̂ . , rf M ^ W M ^  b-e^ oi^n^m.lcs . 莫牵菩 

の }訂f R#義劍に取上げ‘られはじ、めて 5 た 。

後 头 , hAextrdn . AcrtcLC Iニ於け 5 blOlck の樣丁 i.直接知  5 手知■と しての Cs.re.nkoV £i^kt 一 

Streak c ^ m r c の方威は，吾园ガ把界丨〔汜がけて久き々成果をあげて $ /くものであ 3水 .:ノラ、の匕こ 

5 , Streek C c M 紙 の n M M ? ! M  W n c k幡の限界になって屑リ ,.S - b a ^ U r ^  5劉

定 値 は ，/〜 水 藥 小 ィ ！であフ/く。 i W d の摄子きS r 、見な # ら ム 久 c の調整が丫i ぅ長所 (城 !の)旬 

接 &勺むi では筲觀いものてあ 3 , し れ , こ淑水クI： くい2過色H めメ V 祀のノナ这水オ之リみうぬ 

な ル ハ 4 嫌 , # )うミども事裳て、あ I

Z ^ n c X の加懷電波に射す3 禮ネ_ と，W i のエネルギ馗( P 1幻 係 ん / t o ( 憎^闷接的に知3 こと 

水て' とう拳/土まく知5 分r (いるとこ3 で，あ3 。 で'は，Z趴を使ってimicA幅I剿:t L た、、くフメ、
の報告水な；! /Rていう。 こtfl1谈 方 胳 ど エ ネ ル ギ -汾浙阁舉在石灰あ水ば出集 2 i の だ ,乾 竹 尊 刺  

が え 2/)tていないとバイ言顏it、、釆う铦果にはフな水 6 4 ぃ，今 回 ，遍 W 遺イキの下ではノ ^bcurUilnaL 

k於 \ m ? _ h 愔 は 子 想 逾 り 教 度 （/Sイ •ノ  r は敦ハ s ) /ス内 rゝ 似フてい5 こと水示された。



しかL , 句 '/Rの方迄K i 一長一短方あリ，一 つ の 方 汰 け に 籟 3 ここ4  く，ネ复教の方汰て、同昤にS 定 

比較Lた y . 別 個のれ U 工夫したリすう丛夢水あうク .

加速中のi?ecm focusingギイの後のb舞 tmn^port (t A M の姓能;fA /瘦系の病劫利用のた 

め欠くこどの出粢ないものであう。こ成答の技衛は，今で丨よ啤定石水傅i してきた福に思ぬ成5 w 

f i 箕趟にょうシミユレーシ3 ンの尚上ぐ経験の墓積によ？）ものてあうつ• 通紫のbe酬 に対しては，略 -. 
思ぃ逆リK . 义、学な渴所へ，欲 す i形で運ば水うよウkな っ し

Z/Vz虹にフぃては，今後更 K 大卷豪^ 高 箱 度 の 水 孕 灰 て れ ろ こ こ 水 予 想 之 狀 る 。徒炎の辽 - 

辦 r a t  ^ ^ o A n o U  ^恝 え h 案亲系水我国か 5 生れうこ乙と期待したい，

各後 (0 \}pom m o n i t o r は , 加曼器の運較に乙フ了ノ义 b e a m の診斷■友涵じ' て灰!速态の改羞に t p j L つ 

ばか (丨で4、< , その泡 用銪® を狀げうたか c も鱼麥であう。

Curren t tmxn f̂oドmef JCフいてムえば U ^ c t c で、最もネく使 H? l̂て いろメ Ŝ' 0 )^ ^ X  i t , 鬼裳^  

钱 愚 长 に色分突用に供セs H IXいる e " ' しSaM - n^ f A5領威に，於 げ う m nde^ trac iive  C .T  0  

^ t / f 4 4 1 てい5感じ、水すうのはごう L ，こ拳て、あううガゲ

Pr^/tA m o n J to rに つ い て は d e s tm c t/ /£ ではあうが , 而す义性のあ3 i の の 便 結 栗 水 ホ ':5淅 

た。それ H身 及 が 7 Y專 の “ ム の I幻係ガ韵明でなく , 從フてムm m の# ；S分布が余り明瞼で 

ない%の炫所はあ3 1 棚 S 的に応 lrてA t / t a d e O ^ もの _ : 'こと水A\杲 た しJ , 孑L A 痛けた 

リ. & 备友入れたりすうエ"夫/^あればィ更ネ丨」な使_\a方 I 生{菜 5 丨こ逵…な ぃ 。 Panofs^J/^L £oss monitor 

も U n a c r J ^ m  beamの透i i 斧在向上すうのに勤ノf/ / あ 3,镖予であ l 荷扒にして I  L/n^c 

イプK0身 火 き な / ィズ'源 で か 6 , よリ瘦く , 高 顧 T m o n it o rの if!沦 r Jよ，

ノィ又’‘对第 l i t o リ鼢す：：ど( P T i ない該顏であう。

^ \ ^ o A c c e h r^ to r  s t r u c t u r e と（了， 枫 ，で 似 # の海吿水タタかフ天こ厶多今0 の 激 の  

一つと么づンど水 t；と § „

F FQ  /こよフてノ メジ# 卢領威て ’、の篥束，加 速 水 1ST勝に行之う見込み水つぃて2 たここ丨よHm”  

icn l.nac  /ことつては為卺であうう . 雨名托 , O シ^ て'.癸 明 5 れ 7 K V オで定用ィ匕の亂逆[ 水つ，ナ 

られ , 吾固て、い ち卑く加速灰!水出て臬たここ丨i 興蛛あうこど r ある。似來の報告に及ても, ， 

i 子。レ製作, デ/^^測逭尊仏樣粟水灼ーィヒ立れて居リ，阁ー跨期に I5l—L ベ̂ k、あうここは，房加名 

仝イ木の技始レベルの向上（こ次るこどは勿論てわう水 ‘，我晅に於けう掠合的な工業尨 !:行のレベル#高く 

々ってv、5 匕こうにも4 る各のて ' 命^ ^ どメーメーm a ：名との核^ の^ X 芒みうべき i n x b ^ .  

7後 は O r ip n a iな t のの出、现芨銷杨~Lた い *»

高周波加速客，少なくとも乙//meに於ては，その性能を友右すうものは i ]速丨Si®波 にあ 3 ど云フ7 

はあう i ぃ 。 しかるr、/ 今 a も挺杗0 樣 ，高 周 波 後 が こ れ に 丨 旬 棗 す う 報 告 が 期 待 l た筱 

多 〈な々つた©は或客イあう。

オ0速茶に磓 9丨1]迢®は，放送 ，通信用ど異リ，夂么；!K あリ磁且フ虫か，阁沒数，ィ直相茳に高度の 

夺定姓々’孕求2 ホ̂ .  Q # の高ぃ加座空胴起は水3速笮と从上のん乾オノ  i t 福愚ど水產揞さ)iし JL# 

0 路ダ空賙内の没々: / ど- A i 荷尊の影 f 水 座 化 增 馗 备 に ^ ' 5 のH ノ抱に#U み々い。 

一才，々の沿遠 は麻ノ ^ ^ ベ —般 各 た な い 。
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近4 ,通信技術のを展 r、伴い， i ,虞s 管は李巢枯にこってイセれフつあリ，

—彼をたどってぃう感水あ3 P低挈ヵ 1Cつぃてはノ r t 系 の 立 渴 秒 て も # ^ すべ'2 ことで 

あう# , 夂電ガK フぃては夏授は当分不可散であ9 , 中電力では概半鋭で ® ってん5 / U 向H 少 

く 4 \、で*あうう• このノh z  くうど，灰！逮^ の!t)f!波は力!]逢^ の抝仔、老メ、•立えていくJX4 iて道jよな 

い よ 勹 0

近年，あ 5MS)'/Uiの趙展友於フ; 晨霞で，はィ 人今# 驗 く な ，て5 々のに太!えて ， そo M i  

をより勃名的に発# ?.せ 3 ために，^ r 4 i $ 0 友尊入す5 ケー人水多く U r て乏た.

につぃても、 争炙ハードな# ^ は次ネK整えら/Kつつあリノ令0 もその式粟の一§P#极告 i れ た ， 

Z/Wcは八。/しス遂^ であ 1j ，人1 4 / イ又 1 名フ翁妹拳帻もあフ，し 許 复 減 K 剝御はギフど彳の 

緒につぃたと云？の# 裳感イある。

教 H / i言 七 戴 钱 に て は 一 般 に ソ フ K に 弱 ぃ と S 云 わ 机 て ハ う 。 嫂 r、計 蘼 機 各 # Ilく { つ 加 疲 态 は 少  

く 4 い 水 , 言十■ # 剑 御 に 十 二 汾 に 玷 用 H  3 に 至 っ て い 众 い i £ i の 一 つ に な フ て い 5 の て .あ う ？ 。

I 後 K 今 毛 て に な く 多 教 の メ ー  4 - の 方 7 # 報 告 き 出 1 れ た 。 こ れ 5 の オ マ

と 公 鉑 の 渴 で 率 贏 に 盏 見 友 交 す こ と 水 我 1| ] に 於 け る L i n a cの 雜 に フ な 水 う も の と 考 . 於 綠 4 故  

沿 々 翁 し い # 斜 荨 の 報 告 水 あ フ た # . , 似 加 速 羞 复 淚 治 的 に 搬 し て 5 た ど れ う ど こ う ヵ ^ は  

囡 タ M 3 の 一 甘 U 陈 ぃ て み 5 扒 4 か っ た 。今 後 福 :局 的 1C务 加 i / r i 5 こ こ 友 期 待 U こ へ


